
開　催　日 平成20年7月１5日（火）　１８：３０～２1：00

出　席　者 区民10名・四谷特別出張所長・地区協議会担当職員

テ　ー　マ 「ミニミュンヘン」について　他　テーマ別グループからの情報交換

●主な意見・・・・

○　２０年続いた実績の中で様々な工夫がされている。四谷でこの規模に最初からするのは難しい。

○　コンセプトをしっかり持てば実現できると思う。

○　子どもに企画させることが大切。おとなは最小限の手助けをすることが望ましい。

○　日本には現在１２例ある。キッザニア東京（メキシコで開催されている模倣）とミニミュンヘンはコンセプトが違う。

○　子どもにも(DVD)を見せて潜在的な意識、積極性を引きだせたらよいのではないか。

○　行政が作る子どもの居場所はおとなのための子どもの居場所に見える。子どもは馴染むことができないのでは。

○　子どもの発想で遊べる場所が必要。おとなのスタッフは安全確保を主に担い、サポートすればよい。

○　半年間位の時間をかけて、リーダーを育てることが大切だと思う。

○　ミニミュンヘンではないが「子どもの地区協議会」を開き、子どもの視点でまちを見てもらいたい。

　　 定期的に話し合ってもらえるとよいのではないか。今の小学生が２０年後に実際にまちづくりに関わってくる。

●実現に向けて・・・・

○　場の提供が必要　○数年かかるのではないか？ミニミュンヘンのことをもっと語って（周知）していくとよいと思う。

○　企業に協力を求めることも必要ではないか。（スタッフ作りも含めて）

●まとめ・・・・

○第１分科会でしていくことではなく、協議会ではあくまでも「まちづくり」を考えていくべきではないか？

→開催に向け主導的に関わらなくとも、「まちづくり」の問題定義には多角的な視点も必要であるから、折に触れ

　　意見交換や勉強をしていきたい。（非常に素晴らしい構想で、ミニ四谷が実現されるとよいのではないか）

　　実現にはたくさんの人の意見と協力が必要かと思われる。推進する中心団体がどこであれ協力が大切だと思う。

○　景観まちづくり計画　都市マスタープラン　等の見直しのためのデーターソースの集積が大切ではないか。

○　交通量を考えて道の形状を変えるだけでずいぶん町は変わる。

○　粋なまちづくりを推進している神楽坂もビル化の波に押されている。問題は多々あっても取り組むことが大切。

○　まちが愛されるように、小さい裏道や町並みを残す努力が必要ではないか。

　　　四谷の将来の町並みをどうしたいのか・・どう保存したいのか・・・

　　　その思いを形（報告書等資料）に残し都市マスタープランにつなげていきたい。

○　お宝さがしを「点」とすれば、まち歩きは「線」として見た活動である。その意識で継続的に取り組みながら

　　　（単年度でまとめられるものではないが）現状の課題をレポートしていき、視点を広めていきたい。

　　　　　例　地元の要望でついた横断歩道もある。積み上げて要望していくことが必要であるのではないか。

※９月７日のお宝実行委員会の「まち歩き」では以上の視点から「残したい道」に焦点をあてて歩きたい。

情報提供

・玉川上水に因んだポイントを歩くエコウォークが9月中旬ごろに開催予定。（主催エコギャラリー）

・「玉川上水を偲ぶ川の流れの創出」についての検討会について　

・具体的な路線案を検討しながら、２１年度以降試験運行ができるよう推進している。

・運営面から中古バスを２台購入する案も出ている。

・エコ（環境に配慮した工夫）をどのように取り入れていくかも課題とされている。

※対外的に協議会としての意見を述べるような時には

　役員会の決議を受ける。(補足）

お宝さがし実行委員会　　８月５日（火） 　１８：３０～　　四谷特別出張所　会議室

第１分科会　　　　　　　　　８月１９日（火）　１８：３０～　　四谷特別出張所　会議室

意見交換とまとめ

まちづくりに関する討議

テーマ別グループの報告

「まち歩き計画」
に向けて

次回日程

四谷地区協議会第１分科会会議録　　　　　平成20年度第3回

ミニミュンヘン　ＤＶＤ上映を見た後の意見交換

①玉川上水を偲ぶ
川の流れの創出

②四谷を走る
地域バス

各グループ
共通事項
（再掲）

③四谷を考える
シンポジウム
（勉強会）

・情報収集及びテーマを検討中

運営は資料集め、勉強会
の開催等

定例会議内での進捗状
況の報告

年度内に成果のまとめをする

発表・報告会
の場を作る

レポート等


